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浜松市舞阪地区における津波対策と景観計画の研究
序章　本研究について
○ 研究の背景　
　静岡県浜松市では 2016 年 1 月現在、沿岸部
にて防潮堤整備事業が進んでいる。この事業は、
今後発生が予想される南海トラフ大地震による
甚大な被害に備え、浜松市の沿岸部全域の 17.5 
kmにわたり防潮堤を整備するものである。私は、
この計画に伴い 2013 年 10 月設置された「浜松
市沿岸域防潮堤整備に係る景観デザイン検討委
員会」に静岡文化芸術大学大学院デザイン研究
科寒竹伸一研究室の一員として参加した。委員
会では、浜松市が整備する防潮堤の性質上も求
められる防潮堤周辺を含めた「空間や景観のデ
ザイン」を学識的な立場から検討した。
○ 研究の対象
　研究の対象は、浜松市舞阪地区の防潮堤周辺
の景観計画である。本研究におけるは目標は、
舞阪町の地勢、歴史を研究し、まちや海と防潮
堤のより良い関係性について景観デザインに
よって回答を出す事である。具体的には既存施
設・設備を活かす公園計画を提案し、津波発生
時にも平常時にも有効な防潮堤のあり方を探る。
第1章　舞阪地区とは
○ 静岡県浜松市西区舞阪町の概要
　静岡県は中部地方に属し遠州灘に面する県で
あり、浜松市は静岡県の西部に位置する政令指
定都市である。そして舞阪町は、その浜松市の
南西の端に位置し、湖西市、浜名湖に接している。
浜名湖は日本で 10 番目に面積の大きさを誇る
が、一方では、海とつながっていることが特徴
である。この浜名湖と遠州灘のつながり部分は
今切口と呼ばれているが、これは室町時代後期
1498 年（明応 7 年）に発生した明応地震による
津波によって生み出されたと伝えられている。
この地震は南海トラフを震源とすると伝えられ、
マグニチュード 8.3 前後と換算されている。
　以後、江戸時代に東海道の東西交通を結ぶ今
切渡しの渡船場として舞阪宿（江戸から 30 番目
の宿場）となり、シラスの水揚げやうなぎの養
殖で知られる舞阪漁港を持ち漁業の町として繁
栄する。2005 年に平成の大合併によって浜松市
に編入し、2007 年に浜松市が政令指定都市に移
行し、西区に属するようになるまで、舞阪町は
地域自治区の形をとっており独立した地域だっ
た。
○舞阪地区の地域特性
　舞阪地区において現況の利用のされかた、歴
史的事象から分析を行い以下の結果を得た。
・舞阪宿の名残を残す舞阪地区の上部には、漁港、
　岐佐神社などの産業、郷土的な拠点がある一
　方で、鉄道、東海道という幹線がある。
・舞阪地区の下部は、比較的新しい町ではあり住
　宅地・団地が集中し、さらに公共施設、公園
　設備の資源を有し、生活的な側面強い。
・舞阪地区は浜ごりやサーフィンや魚釣りなど海
　とのつながりが確認できるエリアである。
・浜名バイパスによって海と市街地の間に境界が
　あるが、地下道が活用によってその問題を解
　消している。
・遠州灘だけではなく、浜名湖にも面しており、
　両方の優れた景観を鑑賞できる。
第2章　舞阪地区における予想被害、防潮堤整
備事業、その減災効果と影響とは　
　この防潮堤整備事業は、県が 2012 年 6 月に
策定した東海・東南海・南海の三連動地震にを
想定した静岡県第 4 次地震被害想定を踏まえ検
討された。そして、このような地震・津波に対
してこの防潮堤事業では、一律で海抜 13.0m の
高さの防潮堤を建設するに至った。この防潮堤
により、津波の侵入の防止とそれによる内陸へ
の到着を遅らせることが出来る。
　この事業における防潮堤の構造は、防潮堤本
体が CSG（ Cemented Sand and Graval ）と
呼ばれるコアからなる構造物となる。地震や津
波に対して液状化しにくく粘り強い構造である。
今回の事業がこの工法をとって理由は、高さ
13.0 m 約 17.5 km にわたる長大な防潮堤計画
のための膨大な資材を確保し、簡便に、迅速に
工事を行うためである。
　今回の事業では、大きく分けて、このコアを
盛り土で覆うものと、覆わないものがある。盛
り土で覆うものはそこに植栽し、既存の保安林
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と馴染ませ、景観や環境面での影響に配慮した計
画を行う。これは沿岸部にクロマツの保安林が続
く静岡県の沿岸部における防潮堤事業として適し
ており、「静岡モデル」として他市でも同様の対
応がとられている。
　舞阪地区が該当する南海トラフ沿いのエリアで
　は、最大でマグニチュード 9 程度が想定され
ている。また震度は、最大 で 7 が想定され、予
想される津波の高さは最大の時で 9.0m～12.0m
である。津波の到達時間は、地震発生の約 23 分
後とされている。
　舞阪町が含まれる西区における防潮堤による減
災効果は、最大の地震時において整備前は、2m
以上の浸水深のエリアが 620 ha、2m 未満の浸
水深が 870 ha なのに対し整備後は、前者を 40 
ha、後者を 590 ha に減少させる効果がある。
　一方、舞阪地区の海抜の低い土地に近代になっ
て建てられた住宅地がある、少し高台にある岐佐
神社、巨大防潮堤の建造という状況は、東日本大
震災によって被災した東北の一部のまちのそれと
類似している。それらの被災地で散見される、「海
のすぐ近くにあった近年につくられた住宅地は大
きな被害を受けたが、少し高台にある神社は難を
逃れた。」や、「防潮堤の効果の過信や、防潮堤に
よる海とのつながりの遮断が起こす水害への畏怖
の喪失によって逃げ遅れ被害に遭ってしまった。」
という事態を避ける為には、明確な避難計画も熟
慮する必要があるだろう。
第３章　東北地方の復興計画事例
　防潮堤の後背地の活用まで考慮した計画とし
て、宮城県岩沼市と宮城県七ヶ浜町の事例を取り
上げる。
○ 岩沼市の復興のための防潮堤計画について
　岩沼市の復興計画の特徴は、沿岸部に幅の厚い
公園緑地を計画し、その中に多くの津波防災設備
を数多く配置している点である。防潮堤やかさ上
げ道路が建設される。そして、そのふたつの内部
には、頂上の高さが海抜 8.0～10.0m のマウン
ド型の防潮堤がつくられる。また、かさ上げの土
には瓦礫を使用したり、植樹の品種に落葉広葉樹
や常緑広葉樹の複数の品種を選択している。植樹
のねらいとして、植栽する樹木の深根性に注目し、
耐津波の強度を持たせている。
また、複数の品種を植えることで、最初の数年は
手入れが必要だが、根付けばお互いの樹種が生態
系が生まれメンテナンスフリーとなり、さらに単
種の保安林が陥る病気による全滅のリスクを回避
するメリットがある。
○ 七ヶ浜町の復興のための防潮堤計画について
　七ヶ浜の防災公園の復興計画は盛り土による
沿岸部の嵩上げを行い、また、植栽にはクロマ
ツをメインにした海岸林を計画している。嵩上
げにより土層の厚さを増して、そこへクロマツ
を植えることで、高台（海抜 9.0m を計画）に
なり尚かつ強い根をもつクロマツの海岸林がつ
くられることを狙っている。また計画地周辺に
は、さまざまなレクリエーション施設を配して、
それらをクロマツと内陸の常緑広葉樹の林で繋
いでいる。
　舞阪町地区も、防潮堤の後背地にクロマツの
保安林があり、さらにその裏には公園や公共施
設がある。これらも一体的計画すれば単なる防
潮堤にとどまらない防災設備が生まれるだろう。
また、植栽計画によって管理コストを計画し、
長期的なスパンで景観を形成していく手法は参
考になる。
第４章　提案
　舞阪地区における景観計画の重点ポイントと
して、表浜駐車場及び浜名大橋の高架下空間の
デザインと、浜名バイパスの地下道の活用した
公園ネットワークを提案する。
○ 今切口エリアの景観計画
　今切口周辺は、浜松市の沿岸部の西端に位置
し、浜名湖の入り口でもあり拠点である。現在
は単なる駐車場と今切口の浚渫土置場がある。
ここに駐車場と公園機能を兼ね備えた空間を計
画し、舞阪地区が有する優れた景観を鑑賞する
視点場を提案したい。また、防潮堤建設によっ
て機能不全となってしまう野鳥観察小屋の再配
置計画を行う。さらに、東にある表浜公園とも
接続させることで、その先の保安林とも連続さ
せることが出来る。
○ 地下道を利用した景観計画
　現在、メインに使用されている地下道は、サー
ファーや釣り人が利用する車両が進入可能な地
下道である。景観計画に際して、歩行者専用の
地下道に着目したい。地下道によって防潮堤に
アクセスすることによって海、防潮堤、保安林、
公園、公共施設をネットワークさせ、一帯を大
きな公園に変化させる。防潮堤にアクセスさせ
る方法として、防潮堤上に東屋を計画し、視覚
的に興味を抱かせ防潮堤に導く方法を提案する。
　防潮堤計画と調査によって分かった舞阪地区
の充実した公共・文化施設とを関連させること
でこのエリアにふさわしい景観計画が行えると
考えている。また、公園ネットワークを避難経
路に関連らさせることで、日常の利用の習慣が、
スムーズな避難を実現させるだろう。
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を植えることで、高台（海抜 9.0m を計画）に
なり尚かつ強い根をもつクロマツの海岸林がつ
くられることを狙っている。また計画地周辺に
は、さまざまなレクリエーション施設を配して、
それらをクロマツと内陸の常緑広葉樹の林で繋
いでいる。
　舞阪町地区も、防潮堤の後背地にクロマツの
保安林があり、さらにその裏には公園や公共施
設がある。これらも一体的計画すれば単なる防
潮堤にとどまらない防災設備が生まれるだろう。
また、植栽計画によって管理コストを計画し、
長期的なスパンで景観を形成していく手法は参
考になる。
第４章　提案
　舞阪地区における景観計画の重点ポイントと
して、表浜駐車場及び浜名大橋の高架下空間の
デザインと、浜名バイパスの地下道の活用した
公園ネットワークを提案する。
○ 今切口エリアの景観計画
　今切口周辺は、浜松市の沿岸部の西端に位置
し、浜名湖の入り口でもあり拠点である。現在
は単なる駐車場と今切口の浚渫土置場がある。
ここに駐車場と公園機能を兼ね備えた空間を計
画し、舞阪地区が有する優れた景観を鑑賞する
視点場を提案したい。また、防潮堤建設によっ
て機能不全となってしまう野鳥観察小屋の再配
置計画を行う。さらに、東にある表浜公園とも
接続させることで、その先の保安林とも連続さ
せることが出来る。
○ 地下道を利用した景観計画
　現在、メインに使用されている地下道は、サー
ファーや釣り人が利用する車両が進入可能な地
下道である。景観計画に際して、歩行者専用の
地下道に着目したい。地下道によって防潮堤に
アクセスすることによって海、防潮堤、保安林、
公園、公共施設をネットワークさせ、一帯を大
きな公園に変化させる。防潮堤にアクセスさせ
る方法として、防潮堤上に東屋を計画し、視覚
的に興味を抱かせ防潮堤に導く方法を提案する。
　防潮堤計画と調査によって分かった舞阪地区
の充実した公共・文化施設とを関連させること
でこのエリアにふさわしい景観計画が行えると
考えている。また、公園ネットワークを避難経
路に関連らさせることで、日常の利用の習慣が、
スムーズな避難を実現させるだろう。
